
テーマ 感　謝 感謝の心 新しい旅立ち いつも他の人びとを助ける

設　定 一　般 一日の終わりに 新入隊員を迎える，別隊と合同 班キャンプの夜 火を囲んで

形態・司会 円形　司会:次長 夕日に向かって整列　司会:次長 円形　司会:次長 円形　司会:次長

1,黙想 静かに目を閉じて 静かに目を閉じて 静かに目を閉じて 静かに目を閉じて

2,歌 名誉にかけて 夜の歌 世界の総長(1番のみ) 営火の祈り（歌い出し、司会）

3,おきての唱和 「スカウトは感謝の心をもつ」 「スカウトは感謝の心をもつ」 「スカウトは友情に厚い」 「スカウトは親切である」

4,B-Pのことば

(班長より)

5,一人ひとり発表

(円形で手をつなぎ)

6,黙祷
手をはなして、各自の信じる神仏
にお祈りしましょう

手をはなして、各自の信じる神仏
にお祈りしましょう

手をはなして、各自の信じる神仏
にお祈りしましょう

発表したことを思い返して、決意
を新にそれぞれの信ずるものに
祈る。

スカウツオウン　(SCOUTS`OWN SERVICE)

人への務めを行うには、よろこんで人の
役に立ち、心を広くもって、そしてあな
たが受けた親切には常に感謝し、その感
謝の気持ちを態度で示すよう心がけよ。
『感謝の気持ちを態度で示すことが、神
仏の心にかなうことです』

それぞれが感謝のことばを発表

朝日と共に我らが集まり活動し、今やす
ばらしい夕日のしずむこの間に、今日一
日が終わろうとしています。
私たちが今日一日の計画を成し遂げて、
今ここに在ることに感謝し、また、私た
ちを導きくださった方々に感謝しよう。
そして今日一日のいのちを与えてくだ
さった神様に深く感謝し、明日への夢と
希望につなげていこう。
（全員がスカウトサインをして、夕日に向
けて感謝をする）

スカウトは世界中いつ会っても兄弟であ
る「世界中には沢山の人がいます。この
町にも沢山の人が住んでいます。その
中で、これから一緒にスカウト活動を
しようと仲間がここに集まりました。‶
一期一会″と言う言葉を知っています
か、今日という日は、二度ときません。
ここに集まったのは一つの奇跡です。
この友情という尊くすばらしい奇跡を
たいせつに深めていきましょう。そし
て、このすばらしい友情という奇跡を
導いてくださった神仏のお導きに感謝
しましょう」

今、目をつぶって静かに耳をすませると、
キャンプ場の周りにある木の葉のこすれ
あう音が聞こえます。
自然の中でこの木が、あるときは我々に
酸素と涼しい木陰を与えてくれて、そして
命を終えた後もマキとなって、食事のため
の煮炊きをし、また我々に暖かさを与え
て
くれます。
この自然のお恵みを与えてくださった神
さまに感謝するとともに、自然の中に生か
されていることを自覚し、スカウトとして
他の人びとのためによいことをしてお役
に
たつことにつとめよう。

一人ひとりが、思い思いの感謝をのべる 一年間の役割を全うすることを決意する
それぞれ、人のためにどんなよいことをし
ていくか、一言ずつ発表する。


